
                           

                           

                           

                           

静和会 石井病院 院内報 
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静和会石井病院 病院理念 

○ 医療の本質を追求し、科学的、創造的かつ主体性のある医療を目指します。 

○ 「思いやり」「いたわり」「優しさ」を常に忘れず、豊かな人間性で患者さんの主体性を尊重した医療を実践します。 

○ 保健、医療、福祉との連携を密にし、地域住民に愛され信頼される医療チームを構築します。 

○ ノーマライゼーションの視点に立ち、社会のニーズに応じた医療を提供します。 
 

撮影：久慈和美／場所：東京上野動物園 

①  PTSD 

②  倫理検討委員会が発足しました 

③  インフルエンザ 

④  デイケア通信 

⑤  お知らせ 

 

表紙を飾る写真を募集しています！！ 

当面は院内職員からの募集とします。 

なお、応募された写真は返却いたしません

のでご了承ください。 

こ だ ま 



 

今
年
も
間
も
な
く
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
三
月
十

一
日
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
原
発
事
故
、

台
風
１２
号
に
よ
る
災
害
、
ギ
リ
シ
ャ
・
イ

タ
リ
ア
財
政
破
綻
等
、
本
当
に
私
共
の
心
痛

め
る
騒
々
し
い
一
年
間
で
あ
り
、
心
休
ま
ら

な
い
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
。 

 

現
代
人
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
無
い
生

活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
適
度
な
ス
ト
レ

ス
は
私
達
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
し
抵
抗
力

が
つ
く
の
も
ス
ト
レ
ス
の
お
陰
で
す
。
問
題

な
の
は
往
々
と
し
て
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が

私
達
を
襲
う
こ
と
で
す
。 

 

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
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ｉ
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Ｓ
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と
は

「
災
害
や
深
刻
な
犯
罪
、
事
故
被
害
等
、
生

命
や
身
体
に
脅
威
を
及
ぼ
し
精
神
的
衝
撃

を
与
え
る
心
的
外
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）
体
験
に

起
因
す
る
ス
ト
レ
ス
症
候
群
で
あ
る
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、
抑
う
つ
、
不
安

状
態
、
睡
眠
障
害
、
恐
怖
心
、
希
死
念
慮
が

目
立
ち
、
時
に
胸
苦
、
頭
痛
、
幻
暈
、
吐
き

気
、
肩
こ
り
等
の
身
体
症
状
を
伴
う
事
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
支
援
医
療
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
現
場
で

実
際
に
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ケ
ア
に
当
た

っ
た
当
院
看
護
師
Ｓ
氏
も
「
身
体
的
病
気
、

食
物
、
住
居
等
も
大
変
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
上
に
心
の
ケ
ア
が
必
要
だ
と
強
く
実
感

さ
れ
た
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
災
害
ト
ラ
ウ
マ
反
応
の
状

態
が
続
い
て
い
る
時
は
、
で
き
る
だ
け
安
全

で
安
心
出
来
る
環
境
を
再
構
築
し
、
十
分
な

休
養
と
栄
養
を
と
る
事
が
大
切
で
あ
り
、
又

精
神
的
に
孤
立
し
な
い
事
も
肝
心
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
平
素
の
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス

時
代
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
を
心
掛
け
て
い

く
事
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

生
活
の
５
つ
の
要
素
、
つ
ま
り
、
運
動
、

労
働
、
睡
眠
、
休
養
、
食
事
の
５
つ
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
毎
日
の
生
活
の
中
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
す
。
中
で
も
「
休
養
」
と
「
運

動
」
を
２４
時
間
の
中
に
上
手
く
取
り
入
れ

て
い
く
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
が
、
現
代
人

の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
重
要
で
す
。 

 

具
体
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
「
Ｓ
ｔ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ
」
の
頭
文
字
よ
り
記
し
て
み
ま
す
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
理
解
し
や
す

い
と
思
い
ま
す
。 

Ｓ
＝
ス
ポ
ー
ツ:

毎
日
１５
分
以
上
の
運
動 

習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

Ｔ
＝
ト
ラ
ベ
ル:

日
常
生
活
の
ス
ト
レ
ス
は
、

自
然
に
親
し
む
旅
が
癒
し
て
く
れ
ま

す
。 

Ｒ
＝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン:

遊
び
は
心
の
潤

滑
油
で
す
。 

Ｅ
＝
イ
ー
テ
ィ
ン
グ:

皆
で
楽
し
む
食
事
は

心
に
栄
養
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

Ｓ
＝
ス
ィ
ン
ギ
ン
グ:

カ
ラ
オ
ケ
健
康
法
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
大
声
で
歌
う
こ
と
に

よ
り
、
精
神
的
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
自
己
表

現
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

Ｓ
＝
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
（
酒
）
、
Ｓ
ｌ
ｅ
ｅ
ｐ
（
睡

眠
）、
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
（
笑
い
）
等 

 
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
抗
う 

つ
薬
等
を
用
い
た
薬
物
療
法
も
広
く
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
相
埃
っ
て
精
神
療
法
‐

近
年
特
に
有
効
性
を
評
価
さ
れ
て
い
る
認

知
行
動
療
法
が
あ
る
‐
も
必
須
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
体
験

に
よ
っ
て
変
化
し

た
考
え
方
と
行
動

パ
タ
ー
ン
の
修
正

を
図
る
も
の
で
、
安

全
な
環
境
の
も
と

で
、
あ
え
て
ト
ラ
ウ

マ
体
験
を
思
い
出

し
て
記
憶
に
向
き
合
い
、
あ
る
い
は
恐
怖
心

か
ら
避
け
て
い
る
も
の
に
近
づ
く
こ
と
で

徐
々
に
馴
れ
、
不
安
や
恐
怖
を
改
善
し
て
い

く
療
法
で
す
。 

 

「
人
生
に
目
標
を
持
つ
」
「
嫌
な
事
に
は

Ｎ
ｏ
と
言
お
う
」
「
毎
日
の
生
活
の
中
に
い

い
加
減
さ
を
（
几
帳
面
・
生
真
面
目
過
ぎ
な

い
）
」「
一
日
３０
分
自
分
の
時
間
を
持
と
う
」

等
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
は
心
掛
け
て

い
く
事
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

以
上
述
べ
て
来
ま
し
た
通
り
、
ス
ト
レ
ス

が
心
身
の
不
調
を
招
く
例
は
身
の
回
り
に

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は
生
き
て
い

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
も
な
っ
て
く
れ
ま

す
。 

 

私
達
は
、
ス
ト
レ
ス
を
無
く
す
の
で
は
な

く
、
そ
れ
に
常
日
頃
ど
う
対
処
す
る
か
、
ど

う
プ
ラ
ス
に
生
か
す
か
が
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て 
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『
倫
理
検
討
委
員
会
が 

発
足
し
ま
し
た
』 

 

皆
さ
ん
は
、
神
経
科
待
合
室
に
「
石
井
病

院
の
理
念
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？ 

 

理
念
と
は
当
院
の
理
想
と
す
る
姿
で
す

が
、
こ
の
理
想
を
現
実
の
も
の
に
し
て
い
く

に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
医
療
・
福
祉
に

携
わ
る
者
と
し
て
の
倫
理
観
を
し
っ
か
り

と
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

「
倫
理
」
と
は
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、

日
頃
何
気
な
く
「
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
」

「
も
っ
と
い
い
方
法
が
あ
る
か
も
…
」
な
ど

と
気
付
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
気
付
き
を
大
切
に
し
、
ど
う

し
た
ら
患
者
さ
ま
の
た
め
に
な
る
か
を
じ

っ
く
り
と
話
し
合
う
場
と
し
て
、
「
倫
理
検

討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

 

委
員
会
の
構
成
員
に
は
職
員
の
他
に
、
外

部
か
ら
の
学
識
経
験
者
に
も
入
っ
て
い
た

だ
き
、
職
員
が
倫
理
的
な
問
題
だ
と
感
じ
て

い
る
課
題
を
客
観
的
に
検
討
し
、
更
に
今
後

の
方
向
性
を
提
示
し
て
い
く
機
能
を
持
た

せ
て
い
ま
す
。 

 

何
よ
り
も
患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
療
養

で
き
る
病
院
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
倫

理
検
討
委
員
会
と
し
て
の
機
能
を
フ
ル
に

発
揮
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 副

院
長
・
看
護
部
長 

石
川
順
子 

    

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
が
有
効
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
だ
け
で

な
く
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
症
状
を

軽
く
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
、
人
混
み
を
避
け

る
こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
良
い
で
し
ょ
う
。

自
宅
で
の
注
意
事
項
と
し
て
、
十
分
な
休

養
・
栄
養
・
水
分
を
取
る
こ
と
、
適
度
な
湿

度
を
保
ち
乾
燥
を
避
け
る
こ
と
、
換
気
を
し

て
空
気
の
入
れ
替
え
を
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
、
発

熱
し
て
す
ぐ
に
受
診
検
査
を
し
て
も
陰
性

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
約
十
二
時

間
～
二
十
四
時
間
位
で
検
査
す
る
と
陽
性

と
な
り
ま
す
の
で
診
察
さ
れ
、
医
師
の
指
示

で
タ
ミ
フ
ル
の
処
方
で
あ
っ
た
り
、
リ
レ
ン

ザ
の
吸
入
だ
っ
た
り
、
必
ず
、
指
示
通
り
に

薬
を
飲
む
こ
と
、
薬
を
使
い
切
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
症
状
が
な
く
な
る
の
に
発
症
し
て

か
ら
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
六
～
七
日
位

は
か
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
で
も
、
自
宅

で
の
注
意
事
項
を
心
が
け
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。 

     

 
  
７年という長い入院生活を送ってきたＫさん。 

 ２年前に退院しデイケアの通所が始まりまし

た。はじめは一人で過ごすことが多く周囲との

関わりを持つことに消極的でした。 

 そんなＫさんがデイケアのダンスクラブに入

ることに。昨年のクリスマス会の踊りがきっか

けでメンバーから背中を押され入部することに

なったのです。一生懸命練習を重ね、今年 10月

に行なわれた病院祭イベントでは「よさこい」

に参加。メイクをしてイキイキとした表情で踊

るＫさんはとても輝いていました。 

 グループホームでの生活、作業所での仕事を

しながらデイケア通所を続けているＫさんです

が、今では周囲への人達への気遣いはデイケア

のなかでも評判です。また知人に会うと大きく

手を振り笑顔で挨拶してくれます。自信を持ち

活躍の場を広げるまでになったのも一緒に考

え、一緒に喜びを感じるといった仲間の存在が

大きかったのではないでしょうか。 

 デイケアではメンバーそれぞれが様々な目標

をもち通所しています。これからも成長の喜び

を共に感じ、応援し合える場所でありたいと思

います。 

デイケア主任 阿部 直子  



 

医療法人  

静 和 会 

編
集
後
記 

 

寒
さ
に
縮
こ
ま
っ
て
過
ご
す
今
日
こ
の 

頃
、
我
が
家
で
は
お
鍋
料
理
と
、
今
で
は 

立
派
に
家
族
の
一
員
に
な
っ
て
い
る
野
良 

の
猫
一
匹
に
癒
し
と
暖
を
も
ら
っ
て
い
ま 

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
り
つ
つ
健 

康
管
理
に
気
を
つ
け
て
、
尚
、
一
層
御
自 

愛
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

編
集
委
員 

木
村 

典
子 

 
 
 

 

精神科外来 

受付時間 月 火 水 木 金 土 

午前 8：45～12：00 林 松野 林 石井 札医 休診 

午後 13：30～15：00 林 札医 松野 石井 松野 休診 

もの忘れ外来      毎週月曜日 

午後 1：30～3：00 
石井 

隆司 
予約制です 

内科外来 

午後 1：30～3：00 第 1・第 3 金曜日 
石井 

幸司 
 

 

石井病院 

編集／発行    平成 23 年 12 月 15 日発刊 

医療法人社団 静和会 石井病院 編集委員会 

〒056-0022   日高郡新ひだか町静内高砂町 3 丁目３－１ 

TEL(0146)42－3031  FAX(0146)43－3389 

ホームページ：http://www.ishii-hp.jp/    編集委員長 中村 美鈴 

 ＊＊＊＊＊ 外来担当医表 ＊＊＊＊＊  

年末年始の外来休診日は 

下記のとおりです。 

◎ 12月 31日（土） 

◎ 1月 1日（日） 

◎ 1月 2日（月） 

◎ 1月 3日（火） 

 

 

 

石井病院における災害訓練 
今年の 3月 11日、東日本を襲った大震災によって多くの命が奪われました。 

医療機関や高齢者施設なども甚大な被害を受け、全国の関係機関に衝撃を与えました。 

当院としても予期せぬ事態に備え、数回に渡る防災訓練を実施及び予定いたしました。 

＜訓練の内容＞ 

１０月２０日：日高中部消防組合及び地域消防団との合同訓練 

１１月３０日：第５病棟 火災避難訓練 

１２月 ２日：第４病棟 火災避難訓練 

１２月 ９日：第２病棟 大津波警報による避難訓練 

１２月２０日：第３病棟 火災避難訓練 

   

 

（10/20 合同訓練の様子） 

（12/9 避難者の確認） 

（11/30 12/2 担送者避難の様子） 
 

（職員による評価・アンケート） 

http://www.ishii-hp.jp/�

